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喜びの声社会資本の概要1

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

　活動拠点である長岡市川口運動公園は、公園、

キャンプ場、テニスコート、野球場、体育館などの

施設を備えた複合施設です。公園内には、平成16

年10月23日に発生した新潟県中越地震の発災から

復興まで記録を展示した「川口きずな館」もあり、

当時の状況を想像しながら学ぶことができます。　

　冬期には、キャンプ場にて雪景色を楽しめる「雪

川口運動公園 川口きずな館 震央メモリアルパーク

　防災ピクニックや追悼式典等のイベントでは、毎

回３０名程度と多くの方々に参加いただいており、

地域の恒例イベントになっています。

　また、防災教育の活動が発展し、毎年、地元の中

学３年生を対象に総合学習を開催しております。高

校進学のタイミングで地元を離れる生徒もいる中、中

越地震の記憶や地域の魅力を知ってもらっています。

　さらに、防災教育だけにとどまらず、地域を盛り

上げるため、地域のお祭りで、子供が楽しめる”ジャ

ンボ滑り台”、”こども縁日”、 大人も子供も楽しめ

る”大人水合戦”などのイベントで実施し、地域活性

化に貢献しています。

中キャンプ」も開催しています。

　また、公園付近に位置する新潟県中越地震の震

央地に、地震の爪痕を残しつつ田園風景を一望で

きる「震央メモリアルパーク」を整備し、震災の伝

承を目的としたイベントでは、公園を起点とし「震

央メモリアルパーク」を終点にするなど活用してい

ます。

　主な活動として、長岡市川口運動公園の維持管

理、川口きずな館の運営、川口地域のコミュニティ

バスの運営をしております。

　さらに、地域活性化のイベントを多数企画し、防

災教育のイベントでは、「防災を楽しく学ぶ」をコン

セプトに、地震の爪痕を巡る“防災ピクニック”、参

加者が段ボール基地を組み立てる“疑似避難所体

験”、レスキューフーズ作りを体験し美味しく食べる

“防災キャンプ”などを企画しています。

　また、令和６年には、地震から２０年の節目を迎

え、復興への感謝と追悼の思いを込め、「おかげさ

ま感謝デー」を開催しました。地震の記憶を風化さ

せないよう、今後も継続し、イベントを実施していき

ます。

　中越大震災を機に始まった防災イベントや教育活
動ですが、地域の自然や施設を活かし、無理なく楽
しみながら取り組んでまいりました。
この度、長年の継続的な活動を評価いただき、大変
光栄に存じます。
　ご協力いただいた関係者の皆様に、心より感謝申
し上げます。
　活動拠点であった「川口きずな館」は閉館となりま
すが、この受賞を励みに、新たな場所でも気持ちを一
つにして、楽しみながら活動を続けていく所存です。

コメント

● 長岡市川口運動公園の管理運営

● 川口きずな館（新潟県中越地震メモリアル施設）の
管理運営

● コミュニティバスの管理運営

● 防災教育イベント活動

● 地域活性化イベント活動 など

活動の内容
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防災ピクニック 疑似避難所体験
段ボール秘密基地

中越地震20年
おかげさま感謝デー

特定非営利活動法人  くらしサポート越後川口
新潟県長岡市

活動の経歴
平成 16 年 中越地震　発災
平成 23 年 くらしサポート越後川口　設立
令和 6 年 北陸風景街道｢よりみち街道中越｣PS代表

就任

～中越地震からの復興と活性化～

震災の記憶から防災を学ぶ 
よりみち街道『中越』

川口中学校
総合学習

川口中学校
追悼キャンドルづくり

川口まつり
こども縁日

川口雪洞火ぼたる祭
スノーモービル体験

受賞者受賞者

代表理事
丸山 健一
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長岡市川口運動公園


